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小学校の運動会
今年も出来た！
コロナ禍をのりこえて、
豊かな感性を
育くんでいる姿に感動
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元
年
度
決
算

歳　出 
44 億 6,610 万円

歳　入
46 億 4,213 万円

（
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、

�

原
案
ど
お
り
全
員
賛
成
多
数
で
認
定
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

審
査
の
結
果　
審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
、
同
事
項

別
明
細
書
等
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と

符
号
し
て
お
り
、
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

基
金
の
運
用
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

予
算
執
行
に
つ
い
て　
村
税
に
対
し
て
は
、
徴
収
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、、
依

然
県
内
で
は
低
い
水
準
に
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

滞
納
分
の
徴
収
に
ご
尽
力
願
い
た
い
。
ま
た
、
県

内
で
宿
泊
者
入
湯
税
を
１
０
０
円
と
し
て
い
る
の

は
４
自
治
体
の
み
で
あ
り
、
１
５
０
円
に
す
る
こ

と
で
か
な
り
の
村
税
増
が
見
込
ま
れ
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計　
可
能
で
あ
れ

ば
村
民
の
簡
易
人
間
ド
ッ
ク
受
け
入
れ
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計　
徴
収
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
不
能

欠
損
を
計
上
し
な
い
よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

総
体　
当
村
の
コ
ロ
ナ
問
題
に
対
す
る
支
援
体
制
は

近
隣
自
治
体
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、

我
が
国
の
経
済
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
る
に
は

３
～
４
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
緊
縮
財
政

へ
と
か
じ
取
り
す
る
時
期
で
あ
る
。
国
、
県
か
ら
の

交
付
財
源
を
有
効
に
利
用
し
、
無
駄
な
経
費
の
排
除

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

元
年
度
決
算
監
査
報
告
抜
粋

�

代
表
監
査
委
員　

松
澤　

米
雄

議会費
5,281万円

総務費
7億6,889万円

商工費
3億6,069万円

土木費
8億6,371万円

公債費
6億4,824万円

教育費
4億5,411万円

農林水産業費
4億9,304万円

衛生費
1億7,655万円

災害復旧費
4,322万円

消防費　
1億4,624万円

村税
5億4,178万円

地方譲与税・交付金
1億2,665万円

村債
3億52万円

その他
1億5,078万円

使用料・手数料
6,721万円

国庫支出金
1億8,978万円

県支出金
1億6,285万円

寄付金
2億5,634万円

地方交付税
19億6,113万円

繰入金
7億6,949万円

繰越金
1億1,560万円

民生費
4億5,862万円
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度
決
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元年度の主な事業は
◦多目的ホール改修工事 		6,862万円	 ◦小中学校・保育園エアコン整備関連（繰越）
◦長野県後期高齢者医療広域連合負担金 		4,018万円	 4,883万円
◦児童手当 		3,375万円	 ◦広域介護保険事業負担金 　　6,344万円
◦ふるさと応援寄附基金事業 		２億5,916万円	 ◦障害者自立支援事業費 　　5,994万円
◦54プロ推進事業（繰越含む）	 		4,016万円	 ◦白馬山麓環境施設組合負担金	 	5,353万円
◦拠点施設整備事業（繰越含む）	 		4,175万円	 ◦中山間地域直接支払事業 　　3,532万円
◦栂池自然園管理事業（繰越含む）	 		4,524万円	 ◦集落支援事業 　　5,975万円
◦生活関連緊急整備事業 		4,099万円	 ◦公共交通対策事業 　　8,858万円
◦湯原トンネル補修ほか道路改良（繰越含む）	 ◦道路除雪事業費 １億7,621万円

	 1億1,236万円	 ◦観光振興事業（繰越含む）	 １億　293万円
◦地域高校対策事業 		6,197万円	 ◦広域常備消防負担金事業 　　8,067万円
◦グリーンスポーツテニスコート改修工事 		2,101万円
◦鐘の鳴る丘村営住宅整備（繰越含む）　	3億3,165万円

◦ふるさと応援寄附基金事業	 37 億8,737万円	 ◦ごみ処理広域化推進負担金	 　　9,605万円
◦54プロ推進事業	 4,146万円	 ◦移住促進事業	 　　1,507万円
◦白馬乗鞍交流センター改修	 7,784万円	 ◦深原避難所新築	 　　3,599万円
◦栂池自然園木道整備・楠川トイレ整備	 6,456万円
◦栂池自然園木道整備（繰越分） 3,145万円	 ◦道路除雪事業費	 2 億4,370万円
◦除雪機械整備（16t 級ドーザ１台） 2,128万円
◦平倉トンネル補修及び道路改良	 １億5,301万円	 ◦小谷小学校パソコン整備	 　　2,374万円
◦小谷小学校・小谷中学校エアコン整備（前払金）　2,267 万円
◦地域高校対策事業	 3,445万円	 ◦小谷中学校屋根改修	 　　3,510万円

基金　総額は　 　61億2,762万円
◦財政調整基金 ◦スポーツ振興基金 １億2,486万円
◦公共施設整備基金 ◦福祉基金 １億5,240万円
◦ふるさと応援寄付基金

22億3,114万円		
５億 450万円	

27億7,960万円 	（年度末残高額が1億円以上の基金）
　前年比約５億8,222万円の減額。ふるさと応援寄附基金、公共施設整備基金の減額による。

質疑の一部
Ｑ　�CATVインターネットの動きが悪く営業には使えない。現状を教えてほしい。
Ａ　�村内の設備は大丈夫だが、インフォバレー側の線が細いため遅くなっている。改修しても採算が合わないと
考えられるが、インフォバレーと打ち合わせをする予定。近いうちに更新を考えている。

元年度決算の概要

会計区分 歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出差引残高

一　般　会　計 46億4,212万6,612円 44億6,610万3,058円 １億7,602万3,554 円

国民健康保険特別会計 3億4,848万5,798円 3億4,776万3,332円 72万2,466円

国民健康保険診療施設特別会計 9,817万1,659円 9,802万7,885円 14万3,774円

簡易水道事業特別会計 1億3,073万1,414円 1億1,887万8,189円 1,185万3,225円

公共下水道事業特別会計 9,037万8,109円 8,500万4,339円 537万3,770円

農業集落排水事業特別会計  7,685万7,418円 6,892万2,497円 793万4,921円

後期高齢者医療特別会計 3,901万6,140円 3,887万6,776円 13万9,364円
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9
月
定
例
会

９月定例会（会期: ９月１日～ 15日）　
◇ 専 決 処 分 等 報 告

件　　　名 内　　　容 審議結果

令和２年度小谷村一般会計補正予算（第５号） 3,400万円追加　総額52億4,100万円
承　認

（全員賛成）

令和２年度小谷村一般会計補正予算（第６号） 4,000万円追加　総額52億8,100万円
承　認

（全員賛成）

工事請負契約の締結について（村道千国若栗線
道路改良工事）

契約金額:　7,986万円
契約相手方:　（株）松田建設

承　認
（全員賛成）

売買契約の締結について（除雪ロータリー 220
ＫＷ級１台購入）

契約金額:　4,598万円
契約相手方:　糸魚川重機工業（株）小谷営業所

承　認
（全員賛成）

出資法人の経営状況報告（（株）おたりアセット） 当期純損失　2,346,224円 （報告のみ）

件　　　名 内　　　容 審議結果

小谷村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

除雪オペレーター
報酬額　時間額5,000円以内

可　決
（全員賛成）

小谷村農林業施設の事業に関する分担金徴収条
例の制定について

小谷村農林業施設の事業に関する分担金徴収条
例の制定

可　決
（全員賛成）

小谷村営工事起工条例の一部を改正する条例に
ついて

小谷村農林業施設の事業に関する分担金徴収条
例の制定に伴う一部改正

可　決
（全員賛成）

令和２年度小谷村一般会計補正予算（第７号）
４億8,000万円追加　
総額57億6,100万円

可　決
（全員賛成）

令和２年度小谷村国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

330万円追加　総額3億5,650万円
可　決

（全員賛成）

令和２年度小谷村国民健康保険診療施設特別会
計補正予算（第２号）

50万円追加　総額9,910万円
可　決

（全員賛成）

令和２年度小谷村簡易水道事業会計補正予算（第
１号）

収益的支出360万円追加
同総額１億7,876万円

可　決
（全員賛成）

令和２年度小谷村下水道事業会計補正予算（第
１号）

収益的収入及び支出
60万円追加 同収入総額２億3,345万円
 同支出総額２億3,290万円
資本的収入及び支出
100万円追加　同収入総額１億1,330万円
 同支出総額１億1,382万円

可　決
（全員賛成）

令和元年度小谷村歳入歳出決算の認定について ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議
認　定

（全員賛成）

小谷村国民健康保険条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例について

新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者
に係る傷病手当金適用期間を令和２年12月31日
まで延長

可　決
（全員賛成）

◇ 村 長 提 出 議 案

補正予算・報告事案等を審議
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例
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付託委員会 件　　　名 提　出　者 審 議 結 果

総務委員会
コロナ禍で学ぶ子どもたちに、少人数学級と豊か
な学校生活の保障を求める意見書提出の陳情

長野県退職教職員の会大北支部
 支部長　　宮崎　　勇

採　択
（全員賛成）

総務委員会
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳
情書

小谷村公立学校教職員組合
 代表者　　別府　輝樹

採　　択
（全員賛成）

総務委員会
国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額
を求める陳情書

小谷村公立学校教職員組合
 代表者　　別府　輝樹

採　択
（全員賛成）

総務委員会
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求
める陳情書

小谷村公立学校教職員組合
 代表者　　別府　輝樹

採　択
（全員賛成）

経済委員会
新コロナウイルス感染症による経営支援に関する
陳情書

株式会社　白馬アルプスホテル
 代表取締役　　鷲澤　　汪

趣旨採択
（全員賛成）

経済委員会
新型コロナウイルス感染拡大に伴う経営支援に関
する陳情

奥白馬高原開発株式会社
　 代表取締役　　花岡　一登

趣旨採択
（全員賛成）

経済委員会
陸上競技場及びアクティビティ施設建設に対する
調査・研究に予算付けを求める請願書

栂池の観光を推進する会
 代表　　深澤　幹彦

採　択
（全員賛成）

経済委員会 新型コロナウイルスによる減収関する請願書  深澤　敏雄
採　択

（全員賛成）

◇  請 願 ・陳 情

件　　　名 内　　　容 審議結果

売買契約の締結について（小谷小中学校タブ
レット端末購入）

契約金額:　863万円
契約相手方:　（キッセイコムテック（株））

可　決
（全員賛成）

売買契約の締結について（電子カルテシステム
及びＸ線画像ビュワーシステム購入）

契約金額:　751万円
契約相手方:　岡野薬品（株）

可　決
（全員賛成）

教育委員会委員の任命について 片山弥生氏（峰立屋若栗）
同　意

（全員賛成）

件　　　名 審議結果

決算特別委員会の設置について 可　決
（全員賛成）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書の提出について

可　決
（全員賛成）

コロナ禍で学ぶ子どもたちに、少人数学級と豊かな学校生活の保障を求める意見書の提出につ
いて

可　決
（全員賛成）

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書の提出について 可　決
（全員賛成）

国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書の提出について 可　決
（全員賛成）

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見
書の提出について

可　決
（全員賛成）

◇  議 員 発 議
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9
月
定
例
議
会

●
議
会
か
ら
村
へ
の
要
望
の
概
要

　

議
会
で
は
村
長
に
対
し
、
年

末
か
ら
の
少
雪
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

早
急
な
対
応
を
要
望
す
る
意
見

書
を
３
月
及
び
５
月
に
提
出
し

て
き
た
が
、
迅
速
な
対
応
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
６
月
及

び
８
月
に
具
体
的
な
項
目
を
示

し
て
要
望
し
た
。

令
和
２
年
６
月
17
日
（
抜
粋
）

　

議
会
は
３
月
16
日
付
及
び
５

月
15
日
付
の
意
見
書
で
、
雪
不

足
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
観
光
事
業
全
体
の

収
入
が
激
減
し
て
い
る
緊
急
事

態
に
対
し
て
、
具
体
的
処
置
が

な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
憂
慮

し
、
危
機
的
状
況
を
打
開
す
る

対
策
を
早
急
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
治
体
の
長
と
し
て
の

自
覚
と
重
責
を
十
分
理
解
の
上

で
、
今
後
の
予
算
措
置
並
び
に

行
政
執
行
に
あ
た
る
よ
う
強
く

求
め
た
。
村
単
独
の
対
策
事
業

と
し
て
、
子
育
て
給
付
金
、
商

品
券
、
観
光
関
連
事
業
者
等
へ

の
見
舞
金
、
村
税
等
に
関
わ
る

支
払
い
猶
予
な
ど
を
６
月
定
例

議
会
で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

し
か
し
村
内
の
観
光
関
連
事
業

は
既
に
絶
望
的
状
況
に
あ
り
、

今
支
援
し
な
け
れ
ば
、
小
規
模

宿
泊
業
者
な
ど
は
廃
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
村
の
先
行

き
が
日
ご
と
に
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
現
状
の
中
で
、
観
光
立

村
と
し
て
大
き
な
後
遺
症
が
残

ら
な
い
た
め
に
も
、
村
民
の
不

安
解
消
を
前
提
に
、
村
内
事
業

者
が
継
続
的
に
営
業
で
き
る
よ

う
、
観
光
事
業
者
な
ど
の
実
情

を
視
察
検
証
し
、
国
・
県
の
対

策
を
待
つ
こ
と
な
く
、
早
急
に

村
独
自
の
追
加
支
援
策
等
の
展

開
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
再

度
強
く
求
め
る
。記

① 

県
内
か
ら
の
観
光
客
を
対
象

に
商
工
会
、
観
光
連
盟
、
各

事
業
者
と
連
携
し
、
宿
泊
補

助
券（
５
、０
０
０
円
／
人
）の

発
行
と
子
供
の
無
料
化
支
援
。

② 

特
別
支
援
対
策
室
を
設
置

し
、
相
談
窓
口
の
充
実
、
各

宿
泊
施
設
の
防
疫
対
策
の
統

一
化
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
）、

実
態
の
把
握
、
観
光
事
業
支

援
、
各
種
補
助
金
の
説
明
・

申
請
補
助
等
を
専
門
に
行
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③ 

ス
キ
ー
場
索
道
事
業
者
に
よ

る
少
雪
対
策
関
連
事
業
に
対

し
て
、
事
業
費
の
１
／
２

補
助
を
今
後
３
年
間
で
上
限

１
億
円
の
補
助
を
す
る
事
。

④ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
終
息
時
の
営
業
施
策
と
し

て
、
宿
泊
補
助
券
を
活
用
し

た
全
村
民
の
消
費
行
動
に
対

し
て
の
助
成
。

令
和
２
年
８
月
12
日

　

村
の
主
産
業
で
あ
る
観
光
事

業
は
存
亡
の
危
機
状
況
に
あ
る

中
、
議
会
で
は
、
７
月
13
日
栂

池
地
域
で
、
７
月
21
日
白
馬
乗

鞍
地
域
で
村
民
と
懇
談
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
両
地
域
の
全

世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実

態
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
対
策
を

強
く
要
望
す
る
。記

① 

お
客
様
を
受
け
入
れ
る
際
、

村
独
自
の
調
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
。

② 

観
光
事
業
の
持
続
化
を
推
進

す
る
た
め
経
済
対
策
の
実
施
。

・ 

村
内
全
体
に
波
及
す
る
経
済

効
果
を
考
え
た
支
援
の
実
施
。

・ 

５
月
、
６
月
対
策
（
持
続
化

給
付
金
等
）
の
よ
う
な
施
策

の
年
内
実
施
。

③ 

専
門
家
を
招
聘
し
、
専
門
知

識
の
研
鑽
機
会
の
実
施
。

④ 

発
症
者
が
出
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
村
独
自
の
対
応
策

を
作
成
し
、
周
知
。

・ 

感
染
疑
い
の
あ
る
方
の
搬
送

方
法
。

・
隔
離
場
所
の
確
保
。

・
宿
の
営
業
可
能
対
策
。

⑤ 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
拡
充
し
、

入
村
者
・
旅
館
業
者
中
心
に

容
易
に
検
査
で
き
る
体
制
。

⑥ 

観
光
事
業
不
振
に
よ
り
不
動

産
の
移
動
が
予
測
さ
れ
る

が
、
後
々
の
経
済
活
動
に
支

障
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
移

動
を
制
限
す
る
対
策
。

⑦ 
進
退
を
迷
っ
て
い
る
経
営
者

に
、
寄
り
添
っ
た
相
談
窓
口

と
な
る
た
め
対
策
室
設
置
。

⑧ 

消
毒
薬
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
等
役
場
で
備
蓄
。

⑨ 

索
道
事
業
者（
ス
キ
ー
場
）の

施
設
整
備
支
援
の
強
力
実
施
。

⑩
ネ
ッ
ト
回
線
の
高
速
化
。

⑪ 

村
マ
ナ
ー
条
例
の
制
定
、（
特

に
冬
期
の
み
の
営
業
の
外
国

人
に
対
し
て
）周
知
・
説
明
。

⑫ 

各
事
項
を
実
施
し
た
う
え

で
、
安
全
・
安
心
対
策
へ
の

取
り
組
み
体
制
に
つ
い
て
、

広
く
村
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

こ
の
内
、
６
月
17
日
要
望
の

③
は
、
12
月
当
初
か
ら
滑
走
可

能
な
ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
す
る
た

め
の
施
設
整
備
に
よ
り
、
宿
泊

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

12
月
当
初
か
ら
の
予
約
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
経

済
効
果
の
波
及
が
大
き
い
と
し

て
申
し
入
れ
し
た
。
今
９
月
定

例
会
に
予
算
計
上
さ
れ
た
索
道

１
事
業
者
上
限
５
千
万
円
と
い

う
補
助
事
業
と
は
似
て
非
な
る

も
の
だ
が
、
シ
ー
ズ
ン
当
初
の

ゲ
レ
ン
デ
整
備
の
一
助
に
な
れ

ば
と
の
思
い
で
可
決
し
た
。

議
会
か
ら
村
へ
の
要
望
の
概
要
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の
対
策
と
し
て
飼
育
場
に
電
柵

を
２
重
、
柵
を
１
重
、
計
３
重

柵
を
講
じ
、
さ
ら
に
防
鳥
ネ
ッ

ト
を
か
け
て
い
る
。

（
委
員
長　

吉
澤
学
）

協
議
内
容

・
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し

・
会
議
規
則
の
見
直
し

・
傍
聴
規
則
の
見
直
し

（
９
月
７
日
）

本
会
議
、
委
員
会
会
議
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

議
会
基
本
条
例
の
全
国
先
進
地

事
例
・
資
料
収
集
と
調
査
研
究

基
本
条
例
・
会
議
規
則
・
傍
聴

規
則
等
の
見
直
し

（
９
月
11
日
）

南
箕
輪
村
「
議
会
基
本
条
例
検

証
結
果
集
」
を
参
考
に
、
議
会

基
本
条
例
の
検
証
を
実
施
検
討

（
委
員
長　

猪
股
充
拡
）

感
染
施
策
に
関
す
る
要
望
を
提

出
し
た
。

要
望
事
項

①
村
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル　

②
持
続
的
経
済
対
策

③
専
門
家
セ
ミ
ナ
ー
開
催

④
発
症
者
の
搬
送
対
応

⑤
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充

⑥
不
動
産
移
動
の
制
限
策

⑦
相
談
窓
口
の
充
実

⑧
消
毒
薬
等
の
備
蓄

⑨
索
道
事
業
者
の
支
援

⑩
ネ
ッ
ト
回
線
の
高
速
化

⑪
マ
ナ
ー
条
例
の
制
定

⑫
安
心
・
安
全
の
ア
ピ
ー
ル

　

冬
季
の
対
策
を
含
め
施
策
検

討
を
求
め
た
結
果
９
月
定
例
会

で
予
算
化
し
た
。

【
議
決
し
た
主
な
事
業
】

・
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
宿
泊
助
成
券

１
千
万
円

・
貸
し
切
り
バ
ス
運
行
助
成
金

１
千
万
円

・
電
気
代
等
固
定
費
補
助
金５

千
万
円

令
和
２
年
度　

野
ブ
タ
の
生
産

（
概
要
）

　

本
年
度
の
野
ブ
タ
は
「
小
谷

野
豚
生
産
組
合
」
に
て
飼
育
し

て
い
る
。（
田
原
さ
ん
・
安
藤
さ

ん
・
井
上
さ
ん
の
三
名
）

　
　
　

飼
育
頭
数
・
35
頭

　
　
　

飼
育
場
所
・
来
馬
川
原

（
対
策
等
）

　

昨
年
度
か
ら
発
生
し
て
い
る

豚
熱
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度

は
自
粛
し
た
。
当
村
で
は
、
こ

委
員
会
活
動
報
告

経
済
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環
境
整
備

　

６
月
定
例
会
で
補
正
予
算
に

あ
げ
た
児
童
生
徒
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
が
、
年
内
に

も
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た

こ
と
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
（
学
習
動
画
の
配
信
）
の
実

施
に
向
け
た
環
境
整
備
及
び
学

校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
今
後
も
教
育
委

員
会
の
対
応
を
聞
き
な
が
ら
、

本
定
例
会
で
の
要
望
等
も
含
め

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
居
住
施
設
工
事
に
着
工

　

安
心
居
住
施
設
の
建
設
工
事

が
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
指
定
管
理
者
や
今
後

の
運
営
方
針
等
を
協
議
し
、
よ

り
良
い
方
向
性
を
見
い
だ
す
必

要
性
か
ら
、
今
後
も
理
事
者
側

の
説
明
を
受
け
、
委
員
会
で
検

討
し
ま
す
の
で
、
要
望
等
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
委
員
長　

藤
原
賢
司
）

・
索
道
事
業
者
へ
の
補
助
金３

億
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
補

助
金�

２
千
万
円

・
起
業
支
援
補
助
金
（
継
続
）

１
千
万
円

・
チ
ー
ム
ラ
ボ
未
来
の
遊
園
地

４
千
９
百
27
万
２
千
円

【
８
月
ま
で
の

各
種
制
度
利
用
件
数
】

・
緊
急
観
光
対
策
補
助
金１

４
０
件

・
県
と
村
連
携
協
力
金１

３
８
件

・
宿
泊
事
業
者
応
援
金１

２
３
件

・
そ
の
他
の
事
業
者
応
援

91
件

・
営
業
施
設
改
修
補
助

73
件

・
村
内
店
舗
１
万
円
商
品
券

　
　
　
　

２
千
７
百
94
人

・
白
馬
小
谷
商
品
券３

千
６
百
３
冊

（
委
員
長　

太
田
武
彦
）

委
員
会
活
動
報
告
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村
政
を
問
う

質問通告書　締切８月27日
　一般質問は、定例会において質問通告書を提出し、１時間の制限で執行機関に疑問点や
所信を問います。CATVで公開されています。今回も新型コロナウイルス感染拡大を防ぐ
ため、本会議場（定員30名）は15名とさせていただき、傍聴者は15名でした。

〈質問項目〉

８日（火）　午前10時～ 11時50分・午後１時～３時30分

　１、曽根原恵子　　議員 ①コロナ危機の被害を抑え持続可能な村へ （９ページ）

 ②村民が主役の「気候行動計画」を

　２、吉澤　　学　　議員 ①新型コロナウイルスへの対応について （10ページ）

　３、深澤　英喜　　議員 ①㈱道の駅おたりについて （11ページ）

 ②㈱おたり振興公社について　③受託組合から農業法人について

　４、藤原　賢司　　議員 ①事業の取組について （12ページ）

　５、宮澤　正廣　　議員 ①移住・定住対策について （13ページ）

　６、猪股　充拡　　議員 ①小谷村観光地域作り審議会の答申を受けての観光行政について （14ページ）

 ②役場職員の体制及び課題について

　７、吉岡　久人　　議員 ①山菜加工施設等について （15ページ）

❖ インターネット環境改善は…

❖ 障がい者医療給付を現物
支給に………………………

❖ 水路・農道などの受益者負
担金ついて…………………

❖ 防 災 体 制 の 現 状 分 析 と
充 実 は ……………………

❖空き家の有効利用は……

❖ 当初、村ＣＴＶ運営を公設民営化の予定だったが、時間を要するため令和
３年４月以降は新たな運営事業者による通信量確保がなされる。

❖ 大北管内では現状の現物給付制度の改正予定なしのため、重度な障がい者
の移動のための同行支援で学校や就労施設等までの交通費補助など別の観
点から充実を検討し、本議会へ予算計上。

❖ 積極的に活動する地域の負担率を下げることなど、農林業事業に係る負担
率を検討し、今定例会に条例制定案を提出。

❖ 課題は要支援者、高齢者、交通弱者などの避難体制で、現在、要支援者名簿は住民福
祉課で保管しているが、個人情報なので庁内等への公開はしていない。情報の共有
化が進まないのは全国的な課題。国では専門知識があり、日常的に対象者のケアに
当たっている福祉職が関与し個別計画を作成する具体的な仕組みを本年９月以降
検討するので、村でも福祉課との連携強化し、逃げ遅れ防止策を拡充していく。

❖ 登録データ等の見直しを行い、廃屋、空き家の区分を明確にするよう更新を図
っている。インターネット環境の整備改善を進めているので、移住者支援住宅
やテレワーク活用など企業向け事業所整備の具体策を庁内策定に入っている。

【質問に「検討する」とした回答は、１年間検討後に村長より再回答されます。】（抜粋）

【順番は質問通告書提出順で、質問議員各自でページ作成をしています。】

〈質問（令和元年９月）〉 〈再　回　答〉

村政を問う

「検討する」の回答はどうなったか？

令和２年９月定例会一般質問
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一
般
質
問

申
請
の
デ
ー
タ
か
ら
生
活
実
態

が
推
測
で
き
る
と
思
う
が
、
ど

う
見
て
い
る
か
。

村
長　

住
民
税
な
ど
は

変
わ
り
が
な
い
が
固
定

資
産
税
徴
収
率
が
13
％
ほ
ど
下

が
っ
て
い
る
。
観
光
事
業
関
連

の
収
入
減
が
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。　

住
民
福
祉
課
長　

生
活
福
祉
貸

付
制
度
の
申
請
が
増
え
た
。
生

活
保
護
に
つ
い
て
も
、
こ
の
先

冬
に
向
け
申
請
増
加
が
心
配
さ

れ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
限

界
が
あ
り
、
里
帰
り
出

産
の
対
応
と
か
介
護
職
員
の
定

期
的
な
検
査
体
制
が
不
足
だ
。

村
長　

大
北
管
内
の
外

来
検
査
セ
ン
タ
ー
が
大

町
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
る
。

自
費
で
の
検
査
に
な
る
。
検
査

数
の
公
表
は
さ
れ
て
い
な
い
。

９
月
か
ら
検
査
体
制
始

動
と
聞
い
た
が
現
在
の

状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

外
来
検
査
体
制

の
確
認
を
す
る
。

冬
に
向
け
観
光
支
援
策

が
急
務
だ
。
夏
の
観
光

は
、
昨
年
と
比
較
し
て
入
込
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

村
長　

昨
年
比
、
41
・

９
％
と
大
変
厳
し
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。
夏
季
観

光
の
メ
イ
ン
栂
池
高
原
の
数
字

だ
が
全
体
的
に
も
同
様
の
状
況

だ
。

こ
れ
ま
で
の
各
種
支
援

策
の
利
用
状
況
は
。

村
長　

宿
泊
業
応
援
給

付
金
は
１
２
３
件
。
そ

の
他
事
業
者
応
援
給
付
金
は
91

件
。
営
業
施
設
改
修
補
助
金
は

73
件
。
村
民
へ
の
１
万
円
商
品

券
は
２
７
９
４
人
分
の
配
布
。

県
・
村
連
携
協
力
金
は
１
３
８

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

今
後
の
誘
客
対
策
は
。

村
長　

貸
し
切
り
バ

ス
へ
助
成
。
栂
池
自
然

園
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
ス
キ
ー

場
を
利
用
し
た
旅
行
商
品
へ
の

助
成
。
宿
泊
割
引
券
は
９
月
か

ら
実
施
す
る
。

感
染
予
防
対
策
は
。

村
長　

観
光
連
盟
会
員

へ
消
毒
液
そ
の
他
物
品

配
布
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
８
月
に
は
「
感
染
症
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

生
活
支
援
と
な
る
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
は
。

納
税
状
況
、
生
活
支
援
貸
付
制

度
の
利
用
状
況
、
猶
予
や
減
免

宣
言
を
う
け
、
目
標
に

対
し
て
村
民
が
取
り
組

む
時
だ
が
、
計
画
は
。

村
長　

宣
言
以
降
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
査
を
始
め
た
。
森
林
資
源
で

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

活
用
、
信
州
大
学
と
共
同
で
小

水
力
発
電
等
の
事
業
推
進
を
考

え
て
い
る
。
公
共
交
通
の
利
用

促
進
、
村
民
向
け
の
講
座
等
体

制
づ
く
り
と
、
政
策
実
施
を
急

ぎ
た
い
。
行
動
計
画
策
定
に
し

ば
ら
く
時
間
を
頂
き
た
い
。

気
候
変
動
に
よ
る
食
糧

不
足
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
食
料
自
給
率
を
上
げ
地
域

内
消
費
の
推
進
、
小
規
模
農
家

へ
の
支
援
が
必
要
だ
。

村
長　

担
い
手
確
保
や

農
地
集
約
化
で
地
域
内

消
費
・
食
文
化
を
支
え
る
農
業

を
推
進
す
る
。

　

小
規
模
農
家
支
援
に
つ
い
て

は
電
気
柵
補
助
、
農
業
施
設
改

修
補
助
を
行
い
農
地
維
持
に
苦

労
す
る
農
家
を
支
え
る
。

未
来
に
対
し
て
発
信
す

る
若
い
人
た
ち
の
影
響

力
は
大
き
い
。
活
動
し
て
い
る

方
々
に
応
援
を
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　
「
気
候
非

常
事
態
宣
言
」
に
対
し

て
の
、
若
い
皆
さ
ん
の
活
動
を

現
在
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

山にいだかれた棚田「農家のがんばりで米自給率は 100％」

問

問問

問

問

問

問

問

問 行
政
と
村
民
の
情
報

共
有
で

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

行
動
計
画
は

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
持
続
可
能
な
村
へ

曽根原恵子 議員
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は
、
ホ
テ
ル
と
索
道
を
両
方
運

営
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。

　

そ
こ
が
非
常
に
厳
し
い
経
営

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
谷
村
民
の
多
く
の

人
が
働
き
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
雇
用
の
受
け
皿
的
要
素
」
が

非
常
に
大
き
い
の
で
、
そ
れ
な

り
の
援
助
・
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
す
る
。

　

小
谷
村
は
財
政
的
に
も
非
常

に
弱
小
で
、
特
別
交
付
金
に
頼

っ
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
無

駄
な
経
費
を
な
く
し
、
観
光
立

村
で
あ
る
当
村
の
観
光
業
者
の

た
め
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
全
力
で
取
り
組
み
、
打
ち
勝

っ
て
ほ
し
い
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
を
踏
ま
え
た
、
モ
デ
ル
的

で
発
展
性
・
持
続
性
の
あ
る
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業

者
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

実
施
事
業
は
広
く
広
報
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
小
谷
村
の
全
て
の
産

業
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
役
割

を
担
っ
て
い
る
索
道
事
業
者
に

対
し
て
は
、
来
る
冬
期
シ
ー
ズ

ン
に
し
っ
か
り
と
ス
キ
ー
場
を

営
業
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
追

加
の
補
助
策
を
行
っ
て
い
く
。

　

い
ず
れ
も
今
定
例
会
の
補
正

予
算
に
計
上
し
て
い
る
の
で
、

ご
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
す
る
。

品
券
の
発
行
に
よ
る
村
内
店
舗

等
経
済
対
策
支
援
金
な
ど
の
独

自
の
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
夏

季
の
営
業
シ
ー
ズ
ン
も
入
込
が

激
減
し
て
い
る
中
、
夏
季
営
業

に
対
す
る
事
業
者
支
援
を
計
画

し
て
お
り
、
広
く
継
続
し
た
支

援
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
財
源
に
は

限
り
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
同
じ
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
少
し
で
も
誘
客
に
結

び
つ
く
よ
う
な
施
策
に
シ
フ
ト

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
貸
し
切
り
バ
ス
、
旅
行

商
品
へ
の
助
成
や
ネ
ッ
ト
環
境

の
Ｏ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
た
ク
ー
ポ
ン

券
発
券
に
よ
り
誘
客
活
動
を
進

め
て
い
く
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
補
助
金
を
新
設
し
、
自

ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
新

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
収
束
が
見
え
な
い
中
、

冬
期
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
第

二
波
、
第
三
波
も
言
わ
れ
て
い

て
お
り
、
村
内
観
光
に
携
わ
る

業
者
は
か
な
り
疲
弊
し
て
い
る

が
、
何
か
対
策
は
講
じ
る
の
か
。

村
長　

コ
ロ
ナ
対
応
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
に

お
い
て
様
々
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
な
か

な
か
先
の
見
え
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

村
で
は
現
在
ま
で
、
２
月
・

３
月
分
の
売
上
に
対
す
る
、
前

年
と
の
差
額
の
２
分
の
１
補
助
、

前
年
５
月
・
６
月
の
売
上
に
対

す
る
10
パ
ー
セ
ン
ト
補
助
、
商

当
村
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は
近
隣
市
町
村

と
比
べ
て
も
立
派
だ
と
思
う
。

　

冬
に
か
け
て
、
第
三
波
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、
村
内
の
業
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

年
末
か
ら
３
月
の
雪
不
足
、

ま
た
３
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
４
、５
、６
、７

月
と
殆
ど
収
入
が
な
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
は
７

月
ま
で
）

　

９
月
２
日
、
某
新
聞
に
載
っ

て
い
た
が
、
村
長
は
索
道
業
者

に
給
付
金
、
補
助
金
を
出
す
と

言
っ
て
い
た
。

　

小
谷
村
に
あ
る
業
者
の
中
に

問答

要
望

吉澤　学 議員

白馬コルチナスキー場

栂池高原スキー場

白馬乗鞍温泉スキー場

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問
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地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
村
民
の
貴
重

な
雇
用
の
場
と
な
っ
て
い
る
の

で
従
業
員
の
雇
用
を
守
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

振
興
公
社
と
グ
リ
ー
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社
の
共

同
経
営
と
聞
い
て
い
る
が
、
村

が
委
託
し
た
企
画
「
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
」
の
現
状
は
。

村
長　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
今
年
度

は
中
止
と
し
た
。

㈱
お
た
り
振
興
公
社
の

取
締
役
の
報
酬
が
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
。
設
備
投
資
は

金
額
が
多
く
か
か
る
施
設
ば
か

り
で
あ
る
。
地
代
ア
ッ
プ
は
し

な
い
の
か
。
ま
た
、
補
助
は
出

し
い
て
い
る
の
か
。

村
長　

役
員
報
酬
は
、

数
年
前
ま
で
の
無
報

酬
時
期
を
踏
ま
え
て
の
支
出
で

あ
る
。
地
代
・
家
賃
ア
ッ
プ
と

し
て
は
、
観
光
施
設
の
賃
借
料

は
、
指
定
管
理
者
契
約
に
基
づ

き
１
５
０
万
円
を
納
入
す
る
も

の
と
定
め
て
い
る
。
５
年
間
の

契
約
期
間
中
で
あ
る
。

　

村
か
ら
の
運
営
補
助
は
な
い
。

農
業
機
械
・
農
業
施
設

を
無
償
貸
与
契
約
し
て

い
る
が
、
農
業
機
械
・
施
設
・

自
動
車
等
ど
の
程
度
あ
る
か
。

す
べ
て
を
買
い
そ
ろ
え
る
と
総

額
い
く
ら
に
な
る
か
。
ま
た
、

無
償
貸
与
の
決
定
は
い
つ
な
さ

れ
た
の
か
。

村
長　

農
業
機
械
は
、

・
ト
ラ
ク
タ
ー
５
台

・
田
植
え
機
１
台

・ 

そ
ば
と
米
用
コ
ン
バ
イ
ン
を

併
せ
６
台

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
１
台

車
両
は
、

・
積
載
車
４
台

・
軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台

総
額
約　

７
、１
２
０
万
円

施
設
に
つ
い
て
は
、貸
与
で
は
な

く
、そ
ば
乾
燥
機
調
整
委
託
の
一

環
と
し
て
施
設
の
維
持
管
理
を

１
２
０
万
円
で
任
せ
て
い
る
。

　

無
償
貸
与
の
決
定
は
、
令
和

一
般
質
問

大
き
な
改
修
工
事
を

し
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
し
た
「
道
の
駅
お
た
り
」。

平
成
10
年
度
の
建
設
費
は
。
ま

た
、
昨
年
度
ま
で
の
使
用
料
の

合
計
は
。村

長　

平
成
９
・
10
年

度
の
山
村
振
興
等
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
整

備
し
た
地
域
農
産
物
等
活
用
型

総
合
交
流
施
設
、
い
わ
ゆ
る
「
道

の
駅
」
の
建
設
工
事
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

・
総
額３

７
９
、４
０
０
、０
０
０
円

・
国
庫
補
助
金

１
８
９
、６
９
９
、０
０
０
円

・
村
費１

８
９
、７
０
１
、０
０
０
円

使
用
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・ 

開
設
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の

使
用
料
は
な
し
。

・  

平
成
13
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
、基
本
料
４
０
０
万
円
に
売

上
５
％
を
加
え
５
５
０
万
円
。

・ 

平
成
18
年
の
指
定
管
理
制

度
導
入
に
伴
い
、
基
本
料

７
０
０
万
円
プ
ラ
ス
売
上
の

５
％
で
８
６
１
万
円
。

・ 

平
成
19
年
協
議
に
よ
り
基

本
料
が
１
０
０
万
円
減
額
と

な
り
、
売
上
の
５
％
と
併
せ

７
６
０
万
円
と
な
り
、
平
成

23
年
ま
で
７
６
０
万
円
を
引

き
継
い
だ
。

・ 

平
成
24
年
に
指
定
管
理
者

更
新
に
合
わ
せ
使
用
料
を

８
１
０
万
円
に
増
額
し
、
現

在
ま
で
８
１
０
万
円
の
ま
ま

で
あ
る
。村

か
ら
の
要
望
は
。

村
長　

今
回
の
施
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
更

に
営
業
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

２
年
３
月
９
日
に
令
和
元
年
度

小
谷
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
臨

時
総
会
に
て
決
定
を
受
け
て
、

令
和
２
年
４
月
１
日
に
契
約
し

て
い
る
。担

い
手
育
成
と
し
て
、

法
人
応
援
１
５
０
万
円

の
支
出
は
、
ど
の
法
人
に
支
出

さ
れ
て
い
る
か
。

村
長　

㈱
百
姓
７
人
衆

に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
小
谷
村
営
農
支
援
セ

ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
行
っ
た

も
の
な
の
で
、
村
の
一
般
会
計

か
ら
の
支
出
で
は
な
い
。

　

当
該
法
人
は
、
今
後
の
小
谷

村
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
と

し
て
期
待
し
て
お
り
、
法
人
設

立
の
初
年
度
で
も
あ
っ
た
の
で
、

国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に

支
援
セ
ン
タ
ー
独
自
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
考
案
し
、
今
年
度
の
支

援
セ
ン
タ
ー
の
総
会
で
承
認
を

受
け
、
支
援
セ
ン
タ
ー
会
計
か

ら
支
出
し
て
い
る
。

　

担
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
る

農
業
者
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、

対
象
者
を
限
定
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問問

問

答

答

答

答

答

答

㈱
お
た
り
振
興
公
社
に
つ
い
て

受
託
組
合
か
ら
農
業

法
人
に
つ
い
て

㈱
道
の
駅
お
た
り
に
つ
い
て

深澤　英喜 議員
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委
員
会
活
動
報
告

え
て
い
る
。

　

建
設
業
者
に
は
道
路
改
良
、

補
修
工
事
の
請
負
、
災
害
復
旧

工
事
・
除
雪
事
業
な
ど
、
村
民

の
生
活
基
盤
、
安
全
・
安
心
を

支
え
る
事
業
へ
の
協
力
を
、
今

後
も
お
願
い
し
て
い
く
。

観
光
振
興
は
今
や
多
く

の
自
治
体
で
地
域
活
性

化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ

あ
る
が
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
村
長
と
し
て
の
小
谷

村
観
光
振
興
の
目
標
及
び
小
谷

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光

事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係

で
、
年
度
当
初
に
予
定
し
た
も

の
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
現
実

は
あ
る
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

審
議
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
に

対
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
方

向
性
を
示
し
て
、
村
民
の
皆
さ

ま
と
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、

必
ず
や
小
谷
村
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る

の
で
、
今
後
こ
れ
ら
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

小
谷
村
観
光
地
域
づ
く

り
審
議
会
の
中
間
報
告

を
受
け
、
村
長
の
期
待
通
り
で

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
最
終
的

な
答
申
で
期
待
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
。村

長　

審
議
会
の
皆
様

か
ら
の
内
容
は
、
期
待

に
応
え
た
内
容
と
捉
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
の
期
待
通
り
で

あ
る
こ
と
が
即
小
谷
村
の
観
光

振
興
策
に
つ
な
が
る
か
で
は
な

く
、
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

で
あ
る
と
の
認
識
で
、
気
を
引

き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
と
る
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

私
の
考
え
を
示
し
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
行
政
主
体
で
は
な

く
、
皆
で
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ン
ス
は
当
初
か
ら
の
考
え
で

あ
り
、
ま
さ
に
「
チ
ー
ム
小
谷
」

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

審
議
会
の
中
間
報
告
の

中
で
の
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム

停
滞
中
の
沓
掛
茶
屋
、

山
菜
加
工
施
設
の
取
組

状
況
と
今
後
の
施
策
構
想
、
ア

セ
ッ
ト
解
散
に
伴
う
代
替
え
案

は
。

村
長　

沓
掛
茶
屋
は
、

古
民
家
活
用
事
例
、
お

た
り
名
産
館
の
運
営
状
況
を
参

考
に
飲
食
店
を
行
う
。

　

山
菜
加
工
施
設
は
、
現
在
Ｊ

Ａ
と
協
議
し
、
今
後
の
運
営
体

制
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　

ア
セ
ッ
ト
の
代
替
案
と
し
て

は
、
会
社
を
つ
く
っ
て
不
動
産

事
業
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、

「
小
谷
村
観
光
地
域
づ
く
り
審

議
会
」
の
答
申
を
基
に
方
向
性

を
示
し
、
当
村
の
担
当
す
る
部

署
を
一
つ
の
部
署
で
担
え
る
よ

う
に
組
織
改
革
を
進
め
た
い
。

構
想
に
は
感
銘
し
た
。

　

さ
ら
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や

プ
チ
移
住
な
ど
、
関
係
人
口
増

加
に
取
り
組
む
考
え
は
。

村
長　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、

プ
チ
移
住
に
つ
い
て
は
、
一
番

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
通
信
環

境
の
改
善
に
本
年
度
着
手
し
た

が
、
空
き
家
の
有
効
活
用
も
含

め
、
課
題
解
決
へ
の
企
業
の
利

用
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

関
係
人
口
に
つ
い
て
は
、
増

加
し
て
い
く
こ
と
を
す
ぐ
に
期

待
し
た
い
が
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
関
係
人
口
創
出
事
業
も

大
切
と
考
え
て
い
る
。

６
月
定
例
議
会
の
答
弁

で
の
工
事
発
注
も
大
事

だ
が
、
資
金
に
は
限
り
が
あ
る
。

建
設
業
の
人
材
の
確
保
・
育
成

に
取
り
組
む
国
の
施
策
を
研
究

し
、
国
、
県
へ
の
要
望
の
他
、

支
援
を
受
け
、
小
谷
村
独
自
の

人
材
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む

必
要
性
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

は
。

村
長　

国
県
へ
の
陳
情

対
応
と
し
て
は
、
他
市

町
村
・
関
係
団
体
と
連
携
し
た

要
望
活
動
で
は
あ
る
が
、「
松
本

糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
建
設

を
求
め
る
要
望
」「
国
道
１
４
８

号
の
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
」

「
国
直
轄
砂
防
事
業
に
関
す
る

要
望
」「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域

に
お
け
る
諸
対
策
の
推
進
に
関

す
る
要
望
」
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

８
月
24
日
か
ら
25
日
に
長
野

県
建
設
部
長
が
来
村
し
た
際
に

は
、
村
と
議
会
の
連
名
で
「
雨

中
地
区
バ
イ
パ
ス
事
業
の
促
進
」

「
国
道
１
４
８
号
外
沢
ト
ン
ネ
ル

の
拡
幅
、
塩
水
地
籍
の
線
形
改

良
」「
村
道
伊
折
線
の
早
期
完

成
」「
砂
防
事
業
の
推
進
」
な

ど
の
要
望
を
行
っ
た
。

　

村
も
道
路
施
設
等
と
し
て

「
橋
梁
１
０
７
」「
ト
ン
ネ
ル
４
」

「
道
路
附
属
物
等
（
シ
ェ
ッ
ド
等
）

17
」「
跨
線
橋
１
」
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
補
修
工
事
等
が
必
要

で
あ
る
他
、
今
後
も
国
県
村
の

様
々
な
公
共
事
業
が
計
画
さ
れ
、

相
当
量
の
事
業
量
が
あ
る
と
考

事
業
の
取
組
状
況
を
問
う

問

問問

問

問

答

答

答

答

答

藤原　賢司 議員

一
般
質
問
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村
長　

村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
移
住
ナ
ビ
で

は
、
小
谷
村
の
状
況
や
登
録
さ

れ
て
い
る
空
き
家
情
報
、
移
住

者
に
対
す
る
支
援
情
報
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
件
数
は
あ
る
の
で
、
宣
伝
効

果
が
な
い
と
は
思
え
な
い
。
ま

た
、
動
画
配
信
に
よ
る
村
の
紹

介
も
必
要
と
考
え
る
。
移
住
を

検
討
す
る
方
に
対
し
て
、
複
数

の
候
補
地
の
中
か
ら
小
谷
村
を

第
一
候
補
と
な
る
よ
う
に
情
報

発
信
を
す
る
。

移
住
・
定
住
に

携
わ
る
職
員
の

配
置
を
。村

長　

現
在
の

状
況
は
、
移
住

定
住
業
務
を
行
う
兼
務

職
員
１
名
の
み
。
７
月

末
ま
で
専
門
の
協
力
隊

員
１
名
を
配
置
し
て
い

た
が
退
職
し
て
い
る
。

移
住
定
住
業
務
は
、

空
き
家
の
状
況
、
所
有

者
と
の
調
整
、
交
渉
、

受
け
入
れ
集
落
と
の
協

議
、
移
住
予
定
者
へ
の
案
内
、

指
導
な
ど
多
種
多
様
な
業
務
を

行
う
。

移
住
・
定
住
に
関
わ
る

協
力
隊
員
の
公
募
は

村
長　

移
住
・
定
住
活

動
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
の
職
員
配
置
も
含
め
、
業

務
の
体
制
整
備
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と
考

え
る
。
空
き
家
の
有
効
活
用
を

踏
ま
え
、
積
極
的
な
事
業
展
開

が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

村
長　

小
谷
村
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
進
め
る
た
め
に
は
、
さ

ら
に
村
の
状
況
、
空
き
家
の
状

況
、
移
住
者
へ
の
必
要
な
情
報

を
多
く
掲
載
す
る
こ
と
。
積
極

的
に
か
つ
温
か
く
迎
え
入
れ
る

体
制
を
向
上
さ
せ
る
。

空
き
家
等
、
対
策
促

進
協
議
会
の
取
り
組
み

は
。

村
長　

国
で
定
め
る
空

き
家
対
策
の
促
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ

り
、
小
谷
村
で
は
空
き
家
対
策

計
画
及
び
当
該
計
画
を
審
査
、

検
討
、
協
議
す
る
小
谷
村
空
き

家
対
策
推
進
協
議
会
が
あ
り
、

計
画
変
更
の
都
度
、
協
議
を
し

て
い
る
。
管
轄
は
総
務
課
で
あ

り
、
主
に
ほ
ぼ
利
用
で
き
ず（
特

定
空
き
家
）
の
対
応
を
協
議
し

て
い
る
組
織
。
今
後
は
組
織
の

一
本
化
を
図
る
。

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
及

び
移
住
ナ
ビ
の
効
果

は
。

現
在
ま
で
の
移
住
者
の

推
移
は
。

村
長　

令
和
元
年
度
中

に
小
谷
村
へ
の
転
入
者

数
は
、
外
国
人
・
労
働
者
含
め

３
２
７
名
で
あ
り
ま
す
が
、
実

際
に
移
住
相
談
窓
口
で
移
住
を

考
え
て
相
談
さ
れ
た
方
は
、
平

成
28
年
13
名
、
29
年
12
名
、
30

年
11
名
、
移
住
に
関
す
る
相
談

は
年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

を
増
や
す
方
法
は
。

村
長　

令
和
２
年
８
月

末
の
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
数
は
２
件
の
み
、
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
数
が
最
も
多

い
と
き
で
も
５
件
、
村
内
各

答

答

答

答

所
に
空
き
家
が
点
在
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
録

数
は
わ
ず
か
。
増
え
な
い
理

由
と
し
て
、
空
き
家
を
譲
っ

た
り
貸
し
た
り
す
る
こ
と
を

考
え
な
い
、
ま
た
は
関
与
し

な
い
所
有
者
が
多
い
。
村
と

し
て
は
、
空
き
家
所
有
者
と

の
積
極
的
な
交
渉
が
出
来
な

い
の
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
。

小
谷
村
の
良
い
と
こ
ろ

を
知
ら
せ
る
対
策
は
。

問

問

問

問

問

問

問 答

どうするこの廃屋を

宮澤　正廣 議員

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

早急な対策を望む

答

答

答

一
般
質
問
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村
長
肝
い
り
の
施
策
と

し
て
令
和
元
年
11
月
25

日
に
第
一
回
審
議
会
が
開
催
さ
れ

途
中
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
見
送
ら

れ
た
が
今
年
８
月
３
日
ま
で
計
７

回
に
及
ぶ
審
議
を
重
ね
て
き
た
。

当
然
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
観
光

を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
様

変
わ
り
を
し
、Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

の
時
代
を
見
据
え
る
と
全
世
界

全
国
民
が
新
し
い
生
活
様
式
を

受
け
入
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
形

の
観
光
地
域
づ
く
り
が
不
可
欠

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
３
点

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
最
終
答
申
を
受
け
小
谷
村
独

自
の
観
光
施
策
を
今
後
打
ち
出

し
て
い
く
と
思
う
が
具
体
的
な

展
望
と
今
後
の
観
光
行
政
の
進

め
方
は
。村

長　

ま
ず
は
私
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
。
村
民

の
皆
様
と
作
り
上
げ
て
い
く
体

制
が
大
切
と
考
え
る
。
専
門
家

の
意
見
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

行
政
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
側

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
点
つ
い

て
は
何
事
に
お
い
て
も
大
切
な

観
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ

か
ら
の
観
光
行
政
も
民
主
導
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

②
審
議
会
の
中
で
も
多

く
議
論
さ
れ
可
能
性
を

強
く
感
じ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
小
谷
村
の
歴
史
・
小
谷
学
が

あ
る
が
学
校
教
育
現
場
等
と
連

携
し
村
独
自
の
観
光
商
品
の
構

築
な
ど
で
き
な
い
か
伺
う
。

村
長　

観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
に
対
す
る
考
え
を
義

務
過
程
の
教
育
現
場
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。
観
光
商
品
と
い
う

年
間
計
画
に
取
り
込
み
に
く
く

急
な
予
定
変
更
も
考
え
ら
れ
る

行
事
を
盛
り
込
む
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
と
考
え
る
。

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
考
え
る
の
で
な
く
現
行
の
小

谷
学
の
中
か
ら
小
谷
村
ら
し
い

観
光
の
ヒ
ン
ト
を
子
供
達
か
ら

募
集
し
た
ら
い
い
だ
け
。
子
供

の
発
想
を
活
か
し
て
欲
し
い
。

村
長　

観
光
連
盟
が
発

行
し
た
冊
子
で
「
小
谷

の
本
」
が
あ
る
。
観
光
要
素
も

伝
統
芸
能
も
ま
さ
に
小
谷
ル
ー

ラ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
る

内
容
を
ま
と
め
て
あ
り
、
本
年

の
課
題
と
し
て
新
た
な
「
小
谷

の
本
」
を
つ
く
り
た
い
と
庁
内

に
投
げ
か
け
た
。
様
々
な
場
面

で
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
る
。

③
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で

地
元
観
光
業
者
を
は
じ

め
地
元
経
済
は
存
続
維
持
に
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
観

光
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬

ま
で
経
営
が
も
た
な
い
、
ク
ラ

ス
タ
ー
が
怖
く
営
業
に
踏
み
切

れ
な
い
、
な
ど
の
声
を
聞
く
。

村
と
し
て
冬
に
向
け
て
の
政
策

的
対
応
及
び
支
援
策
な
ど
伺
う
。

村
長　

ネ
ッ
ト
環
境
Ｏ

Ｔ
Ａ
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券

発
券
に
よ
る
誘
客
・
貸
し
切
り

バ
ス
の
助
成
支
援
、
秋
の
状
況

を
見
な
が
ら
冬
に
向
け
て
更
に

展
開
し
て
い
く
。
ま
た
年
末
年

始
に
は
各
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ

ン
で
き
集
客
で
き
る
よ
う
索
道

事
業
者
に
対
す
る
追
加
支
援
の

実
施
、
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
補
助
金
を
新
設
、
感

染
予
防
対
策
を
踏
ま
え
モ
デ
ル

的
で
発
展
性
・
持
続
性
の
あ
る

事
業
を
行
う
事
業
者
を
対
象
に

補
助
す
る
と
と
も
に
広
く
広
報

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

職
員
の
退
職
、
特
に

会
計
年
度
任
用
職
員
の
退
職
が

目
立
つ
。
村
職
員
は
個
々
の
能

力
が
高
く
優
秀
な
職
員
が
多
く

存
在
す
る
が
１
人
で
で
き
る
業

務
に
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
密

着
性
が
高
く
面
積
も
広
い
当
村

に
お
い
て
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要

と
感
じ
る
し
、
村
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
も
つ
な
が
る
事
態
と

な
る
。
今
後
、
職
員
体
制
・
待

遇
・
給
料
体
制
な
ど
改
善
計
画

等
の
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長　

村
の
正
規
職
員

は
現
在
68
名
。「
平
成
17

年
度
中
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き

組
織
効
率
化
や
定
員
管
理
を
進
め

一
定
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
近
年
は
年
間
予
算
総
額
が
増

大
し
て
お
り
個
々
の
業
績
が
多
岐

に
わ
た
り
余
裕
が
な
い
の
が
現
状

と
認
識
し
て
い
る
。
財
政
状
況
や

事
業
量
等
の
先
行
き
を
見
と
お
し

適
切
な
職
員
数
の
確
保
を
図
り
職

員
の
年
齢
階
層
の
手
薄
な
箇
所
を

解
消
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら

通
常
の
新
卒
者
に
加
え
社
会
人
経

験
者
枠
を
設
け
て
募
集
し
て
い
る
。

職
員
の
給
料
や
勤
務
条
件
に
つ
い

て
は
地
方
公
務
員
法
や
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
も
の

で
特
別
に
優
遇
は
で
き
な
い
。
職

場
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
よ
う
職
員
配

置
・
体
制
整
備
に
努
め
た
い
。

問

問 答

答

答

答答

小
谷
村
観
光
地
域
づ
く
り
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

問

問

要
望

役
場
職
員
の
体
制
及

び
課
題
に
つ
い
て

猪股　充拡 議員
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一
般
質
問

特
産
室
長　

離
村
者
に
連

絡
し
て
も
「
も
う
離
農
し

て
い
る
の
で
」
と
し
て
回
答
が
な

い
状
態
で
現
地
確
認
す
る
し
か
な

く
、
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
面
積
も
沢
山
あ

る
と
思
わ
れ
、
小
谷
の
資
産
で
も

あ
る
の
で
、
や
る
気
の
あ
る
農
家

に
簡
単
に
貸
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
用
策
も
考
え
て
欲
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
の
「
き

の
こ
祭
り
」
は
中
止
だ
が

マ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

き
の
こ
部
会
会
員

数
は
令
和
元
年
29
名
。ピ

ー
ク
時
は
平
成
23
年
52
名
。
高
齢

化
が
原
因
。
マ
イ
タ
ケ
栽
培
の
原

木
は
令
和
元
年
約
１
、０
０
０
本
。

直
売
所
な
ど
へ
出
荷
さ
れ
た
マ
イ

と
と
な
る
の
で
進
捗
状
況
な
ど
随

時
報
告
す
る
。

　

従
業
員
は
工
場
長
以
下
９
名
。

令
和
元
年
の
生
産
量
は
小
谷
漬
け

約
21
ｔ
、山
ウ
ド
の
木
の
葉
漬
け
約

13
ｔ
。
山
ウ
ド
の
栽
培
面
積
は
令

和
元
年
度
転
作
田
は
約
１
・
２
ha
。

ウ
ド
栽
培
は
村
内
散
在
し
て
い
る

が
、正
確
な
面
積
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
令
和
元
年
村
内
直
売
所
で

の
出
荷
量
は
約
１
・
３
ｔ
、内
天
然

ウ
ド
は
１
・
２
ｔ
。
出
荷
者
は
40
人

で
栽
培
ウ
ド
出
荷
者
は
11
人
。

　

出
荷
等
の
ピ
ー
ク
は
平
成
２
～

３
年
頃
で
約
50
ｔ
。
出
荷
量
の
大

半
は
山
採
り
の
ウ
ド
。
栽
培
は
昭

和
50
年
代
後
半
か
ら
中
谷
・
奉
納
・

大
網
な
ど
を
中
心
に
栽
培
ウ
ド
園

の
整
備
や
転
作
奨
励
金
と
合
わ
せ

て
水
田
か
ら
転
作
面
積
は
約
15 

ha

程
度
。

　

今
後
の
取
組
は
出
荷
者
を
い
か

に
増
や
す
か
で
あ
る
。

離
村
や
所
有
者
不
明
の
ウ

ド
畑
が
村
内
散
在
す
る

が
、
掌
握
し
て
い
る
か
。

Ｊ
Ａ
の
ト
ッ
プ
が
交
代
し

山
菜
加
工
場
の
進
展
等
に

変
化
は
あ
っ
た
か
伺
う
。

村
長　

６
月
末
に
Ｊ
Ａ
大

北
代
表
理
事
組
合
長
が
来

村
し
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
懇

談
し
た
が
、
か
ね
て
か
ら
運
営
面

で
の
課
題
や
山
菜
な
ど
の
原
材
料

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

を
報
告
さ
れ
た
。
ヒ
ッ
ト
商
品
の

小
谷
漬
け
な
ど
は
今
後
も
継
続
し

て
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
再
確
認

し
、
経
営
面
と
加
工
・
販
売
面
を

含
め
、
村
と
Ｊ
Ａ
と
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
も
確
認
。
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
検

討
し
て
い
る
が
、
や
は
り
長
年
製

造
・
加
工
・
販
売
に
携
わ
っ
て
い

る
Ｊ
Ａ
側
と
し
て
の
現
場
か
ら
の

意
見
も
踏
ま
え
、
進
め
て
い
く
こ

タ
ケ
は
約
３
０
０
㎏
で
内
栽
培
約

１
０
０
㎏
、天
然
約
２
０
０
㎏
。今

後
の
取
組
は
原
木
（
直
径
10
～
15 

cm
）
の
確
保
が
課
題
。森
林
環
境
譲

与
税
の
利
用
と
里
山
整
備
で
原
木

確
保
と
互
い
に
相
乗
効
果
あ
る
よ

う
な
事
業
展
開
を
考
え
た
い
。殺
菌

窯
・
滅
菌
施
設
が
あ
る
の
で
栽
培

は
増
加
さ
せ
る
政
策
を
考
え
た
い
。

き
の
こ
部
会
発
足
当
初
は

原
木
単
価
の
半
分
に
補
助
が
あ
っ

た
が
、
再
考
を
。

古
美
里
の
利
用
者
数
、

利
用
状
況
等
は
。

村
長　

当
初
特
産
品
を
開

発
研
究
し
、
瓶
詰
め
・
缶

詰
な
ど
梱
包
も
行
い
、
商
品
化
ま

で
可
能
な
施
設
と
し
て
建
設
し
た

が
、
商
品
販
売
で
食
品
衛
生
管
理

面
で
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

「
責
任
を
持
っ
た
人
が
適
正
な
管
理

を
し
、
善
良
な
る
品
質
管
理
の
下

で
で
き
た
商
品
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
「
不
特
定

多
数
の
事
業
者
で
の
施
設
の
使
い

回
し
」
は
不
可
能
。
よ
っ
て
現
在

の
利
用
は
２
事
業
者
の
み
が
、
そ

れ
ぞ
れ
製
造
許
可
を
取
得
し
て
利

用
し
、
商
品
製
造
し
て
い
る
。
今

問

問

問

問

答

答答

答

後
の
村
と
し
て
の
進
め
方
は
こ
の

２
つ
の
事
業
者
を
応
援
す
る
こ
と

が
第
一
に
な
る
。
特
に
販
売
促
進

に
関
し
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
商
品
価
値
の
向
上
と

依
頼
さ
れ
た
業
務
は
、
村
と
し
て

様
々
な
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

た
だ
し
、
不
特
定
多
数
が
利
用
で

き
る
研
究
施
設
の
よ
う
な
も
の
は
、

製
品
の
衛
生
管
理
上
、
現
段
階
で

は
利
用
で
き
る
状
況
で
な
い
。
不

特
定
多
数
が
利
用
し
た
い
施
設
を

考
え
る
こ
と
も
１
案
で
あ
る
が
、

隣
接
す
る
山
菜
加
工
場
の
運
営
を

決
め
て
か
ら
の
課
題
と
し
て
考
え

て
い
く
。

特
産
室
長　

現
在
は
食
品
安
全
衛

生
管
理
手
法
（
ハ
サ
ッ
プ
）
が
あ
り
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

要
望

要
望

吉岡　久人 議員

山
菜
加
工
施
設
等
に
つ
い
て

サンテでのきのこ祭り（平成 28 年写真）

ウ　ド　畑
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と
、
不
安
に
襲
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
山
を

歩
き
畑
を
耕
し
、
人
と
話
を
し

ま
す
。
す
る
と
「
自
分
の
暮
ら

し
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う

こ
の
地
域
と
人
の
力
強
さ
を
実

感
し
、
ぐ
ら
つ
い
て
い
た
足
元

が
定
ま
り
ま
す
。

　

大
網
の
若
い
衆
は
移
住
者
が

ほ
と
ん
ど
。
地
域
と
人
柄
に
惚

れ
込
ん
だ
人
た
ち
ば
か
り
。
私

も
次
の
春
で
大
網
に
来
て
７
年

目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
に
亡

く
な
っ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
寂
し
い
け
れ
ど
、
順
番
に

世
代
交
代
が
行
わ
れ
て
い
く
の

再生紙を使用しています。
大豆インキを使用しています。

は
自
然
の
理
。
地
域
の
お
じ
ち

ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
、
若
い
衆
と

共
に
大
網
と
姫
川
温
泉
の
こ
れ

か
ら
を
大
事
に
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し

　

白
馬
村
の
八
方
尾
根
ス
キ
ー

場
の
麓
で
ホ
テ
ル
業
を
営
む
実

家
で
生
ま
れ
育
ち
、
幼
い
頃
か

ら
雪
山
や
自
然
に
慣
れ
親
し
ん

で
来
ま
し
た
。
白
馬
の
自
然
が

大
好
き
だ
け
ど
、
人
が
多
い
の

が
苦
手
な
の
と
、
結
婚
し
て
子

供
が
出
来
て
、
奥
さ
ん
も
野
菜

を
作
る
の
が
好
き
な
の
で
小
谷

村
に
引
っ
越
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
ご
縁
が
あ
り
畑
付
き
の

古
民
家
を
お
借
り
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
千
国
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。

　

小
谷
村
で
の
暮
ら
し
は
白
馬

の
リ
ゾ
ー
ト
地
よ
り
も
季
節
の

匂
い
や
自
然
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
近
所
の
人
も
野
菜
を

白
馬
村
か
ら
小
谷
村
に

移
住
し
て

山
崎
　
恵
太

編
集
後
記

　

本
日
９
月
22
日
、
栂
池
の
駐

車
場
は
ほ
ぼ
満
車
で
し
た
。

20
・
21
日
は
今
日
以
上
に
多
い

車
に
来
て
い
た
だ
き
駐
車
場
の

担
当
者
が
忙
し
そ
う
に
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
。
栂
池
高
原

駅
で
バ
ス
を
降
り
ら
れ
る
方
も

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

白
馬
の
駅
前
も
渋
滞
が
見
ら
れ

た
連
休
で
す
。
久
々
の
観
光
地

の
姿
で
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の

連
休
20
日
か
ら
、
白
馬
の
大
雪

渓
が
雪
不
足
の
た
め
通
行
止
め

に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
季
は
一
般
の
お
客
様
も
ほ

と
ん
ど
お
越
し
に
な
ら
ず
、
ま

た
、
学
生
の
夏
合
宿
は
ほ
と
ん

ど
キ
ャ
ン
セ
ル
で
し
た
。

　

今
回
、
今
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
４
億
円
の
予
算
、
ぜ
ひ
結
果

を
。　
　
　
（
深
澤
英
喜　

記
）

分
け
て
く
れ
た
り
親
切
に
し
て

く
れ
る
し
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
も
よ
り
充
実
し
て
い
て

と
て
も
温
か
い
所
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
実
家
の
ホ
テ
ル
を
手

伝
い
な
が
ら
プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー

ダ
ー
を
し
て
い
て
、
白
馬
よ
り

雪
が
多
い
所
も
魅
力
を
感
じ
て

ま
す
。
こ
れ
か
ら
小
谷
に
引
っ

越
し
て
初
め
て
の
冬
を
迎
え
る

の
で
、
雪
か
き
な
ど
の
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
家
を

直
し
な
が
ら
長
く
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
谷
村
の
皆
様
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

庭
の
秋
明
菊
が
咲
き
始
め
山

で
栃
の
実
を
拾
い
、
は
ぜ
に
か

け
た
稲
穂
が
日
向
の
匂
い
と
共

に
色
を
変
え
て
い
く
。
長
す
ぎ

る
梅
雨
、
猛
暑
の
夏
を
越
え
て
、

今
年
も
無
事
に
秋
を
迎
え
、
ほ

っ
と
一
息
つ
い
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
予
防
の
た
め
に
、
今

年
の
夏
祭
り
は
神
事
の
み
の
開

催
と
し
、
い
つ
も
の
夏
祭
り
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
診
療
所

や
会
議
な
ど
人
が
集
ま
る
際
に

は
、
手
指
の
消
毒
と
マ
ス
ク
着

用
は
必
須
。
若
い
衆
は
、
高
齢

者
と
接
す
る
時
に
は
十
分
注
意

を
し
、
各
自
で
「
で
き
る
こ
と

を
き
ち
ん
と
や
る
」
と
い
う
毎

日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
が
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
自
分
達
の
生
活
も

脅
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

大
網
に
暮
ら
し
て

集
落
支
援
員
　
宮
下
明
日
美

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

千国の新居
10月には家族が増え３人に


